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lce　Effect　Factor　of 　Propulsive　Performance 　of 　a　Ship　in

　 　 　 　 　 　 　 　 Ice−Covered　Waters

氷 海航 行船 舶 の 推 進 性 能 に お け る 氷 影響 係 数

　　　　 小山鴻
・
、宇都正 太郎、吉田三雄

　　　　　　　　　平成 9 年 2 月

　　　　 オ ホー
ッ ク海

・
氷海研究 グ ル

ープ

第12回 オ ホ ー
ツ ク海と流氷に関す る 国際シ ン ポ ジ ウム

　　　　　　　　　 講演要旨集

　本論文 は、船舶 の 砕氷 航行時の 推進 性 能 につ い て論 じて

い る 。

　既 に確立 され て い る水槽試験解析法 を推進性能推定 に活

用す る こ とは、どの 様 な船 の 場合 に お い て も基 本的 に 重要

で あ る 。氷海域を航行す る船 の 場合 に お い て も同様 で あ る。

た だ し、氷 の 海域 と氷 の 無い 海域 とで は 船体周 りの 流れ の

様子が異なる の で 、氷海域航行船 の 場合は確立さ れ て い る

水槽試験解析法 に修正 を加 え る必要が あ る か も知 れ ない 。

本論に お い て は、氷海試験水槽にお け る模型船の 推進 性能

試験の 解析結果 を示 し、そ こ に お ける 問題点 とその 改良を

示す こ とに よ っ て、Ice　Effect　Factor（氷 影響 係数）を 用 い

た 新 しい 解析法 を提案す る 。

　供試船 は 最 近 オ ホ
ー

ツ ク海で 運航を開 始 した小 型 の 砕氷

型巡視船 「て しお 」 で あり、2 軸 2 舵、推進器 は ダ ク ト付

き μ∫変 ピ ッ チ プ ロ ペ ラ で あ る。推進 性 能 模 型 試 験 は、自航

試験 で な く荷重 度変頁試験法 に よ り行 っ た 。 そ の 試験 は、

船舶技術研究所の 氷海水槽 に お い て 平坦氷 中 で 行 い 、更 に、

通常水槽 で 氷 の 無 い 状態 で も行 っ た 。

　従来法 に よ っ て、氷 中推進性能試験 の デ
ー

タ を解析す る

と、伴 流係数 1−w の 値 が 極度 に大 きな 値 を 示 し、物理的埋

解を不 自然な もの とす る。こ れ に対 し、新解析法 に お い て

は 、 こ の 様 な不合 理 な 表示 は 無 く、Ice　Effect　Factorと い

う係数 を用 い る こ と に よ っ て 、理 に か な っ た解析結 果 を得

る こ と が で きる。こ の 方法に お い て は、氷 中模型 試験 に加

え て 、氷 の 無い 状態 に お ける 荷重度変更試験が必要 とな る。

Ice　Effect　Factorの 主 要 項 は 、氷 の 無い 状 態 と氷 中状 態 に

お け る プ ロ ペ ラ トル クの 比 とな っ て い る 。

（44）

Statistical　Data 　of 　Offshore　Structure　Accidents 　from

　 　 　 　 　 　 View　Point　of　Maintenance

保 守 管 理 か ら見 た 海 洋 構 造 物 の 事故 に つ い て

在田正 義、高廾隆二、金 原 勲、中川賢
一

郎、宮鍋僚
一

　　　　　　　　　 平成 8年 10月
テ ク ノ

・オー
シ ャ ン 国際 シ ン ポ ジ ウ ム プ ロ シ

ー
デ ィ ン グ

　 目本造船学会海洋⊥ 学委員会設計部会 に 設置され た 「海

洋構造物 の 保守点検に 関す るWG 」 の 活動 の 環 と して 取

り ま とめ た論文で あ る 。

　海洋構造物 の 建造数が減少 して い る た め海洋構造物 の 高

齢化 が 急速 に 進行 して い る こ と、また 超大型海洋構造物 の

建造 が 検討 され て い る こ とか ら、海洋構造物 の 保守管理 技

術 に注 目が 集ま っ て い る。そ こ で こ れ まで の 海洋構造物 の

事故 を保守管理 とい う観点か ら 見直 した 。

　各年度毎 の 海洋構造物 の 船齢分布 を、1994年時点 で の 船

齢別残存率 を もと に 計算 し、今後 の 建造数 を 当該年 に 退役

した 海洋構造物の 数と仮定し、計算 した船齢別残存率を適

用 して 、今後の 船齢分布 を予測 した 。 こ の こ とか ら、今後

数年は 急 激 に高齢化が 進 行 して ピーク に達 し、そ の 後 は
一

種 の 安定状態 に 達す る こ とが 判 っ た 。

　事故と保守管理 と の 関係で、最 も結 びつ きが 深い と考 え

られ る 船齢 と事故 と の 関係 を調べ た 。 船齢 と事故率 との 関

係 か ら、船齢 1年未満 で 起 こ る 密故は極 め て多い （初期故

障）が、こ れ は 急激 に 減少 し船齢10−11 年 で 極小値 と なる 。

そ の後 は 増 加 に 転 じ船 齢ユ4−15 年で 極 大値 と な り、さ ら に

船齢が 進 む と緩 や か に 減少す る 。 24−25 年で 極小値 と なり、

26年以降 は増加す る。極大値を示す船齢 14−15年は、防食

対策 が ト分 で ない 場合 に 腐食ない し腐食疲労 の 進行が あ る

程度 の 累 積 量 に 達す る 時期 に相 当する と考え られ る。こ の

こ とか ら、ドッ ク ・イ ン に よ る検査
・
補修 が 困難 な海洋構

造物 で は 、船齢 10年以 上で 特 に 入 念な 検査が 必要な こ とが

わか っ た 。

　事故原因を、保守管 理 と関 係が 比較的深 い もの か らあま

り無 い もの に分 類 し、比 較的 深 い もの につ い て は、これ に

船齢 との 関係 を調べ る こ と に よ っ て 、事故 と保守管理 との

関係を探 っ て み た 。 構造損傷 は事故原因の うち 最 も保守管

理 との 関係が深 い と考えられ るが、船齢と事故率 との 関係

は、先 に 示 した一
般的な 船齢

一．
事故率 カーブ よ りもさら に

海洋構造物特有 の 、中位船齢で 事故率が 著 し く増加す る傾

向を示 した 。 この 傾 向は、事故原因の
一

つ で あ る暴噴 で は

見 られ なか っ た 。 こ の こ とか ら、中位船齢 で の 事故率増加

は、海洋構造物の 保守管理 の 困難 さか ら くる こ とが裏付け

られ、設計段階で 保守管理計 ［由1を織 り込 ん で お くこ との 大

切 さが 明 らか とな っ た。
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